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55　Th. F. Oppenhoff (hrsg.), F. C. Oppenhoff (erl.),DasStrafgesetzubuchfürdasDeutscheReich,10.verbesserteu.
bereicherteAusg.,Berlin1885,S.510は「この重罪、いわゆる人を強取する罪はあらゆる年齢の者
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留学した後（加太・前掲注（12）330頁参照。
加太も石渡等と共にドイツへ留学していた。）、横田、河村等と共に刑法改正審査委員となった。
　　また、勝本は（明治39年６月８日に設置され、現行刑法のいわば原案を作成した法律取調委員会の）法律取調委員だった（内
田文昭ほか編著『刑法〔明治40年〕⑹』（信山社、平成７年）９頁以下〔吉井蒼生夫〕参照）。
62　なお、根本仙三郎著訳『新旧刑法鼇頭対照独逸刑法』（有斐閣書房、明治41年）62頁は当時のドイツ刑法235条を、現225
条等ではなく、現224条に当てている。
63　ただし、前掲注（32）参照。
